
できること、 徹底的に。

　この度、店内にCO2センサーを設置し、二酸化炭素濃度の測定をいたしました。

串鳥では二酸化炭素濃度1,000PPM以下の基準を設け、常時基準内に抑えられるよう

換気しにくい（店内の奥など）場所にはサーキュレーターを配置しました。

お客様にご安心してくつろいで頂ける様、徹底した空気の入れ替えを実施しています。

新型コロナウイルスから、お客様・従業員を守るために

徹底した衛生管理 座席間の距離確保 従業員の体調管理

基本的な
取り組みも
手を抜かない

串 鳥 の コ ロ ナ 対 策

厚生労働省が推奨する数値1,000PPM以下を基準とし
厳しくチェックしています。

お客様の安心のために

CO2濃度センサーで

換気をチェック

二
酸
化
炭
素
濃
度
の
目
安

比較的すいた地下鉄
車両内レベル
感染リスクが高まる

高
厚生労働省が推奨
する飲食店の
CO2濃度基準

～1,500
PPM

～1,000
PPM

普


